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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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Ｎ
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小
学
館

初
版
２
０
２
２
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題
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作

成
し
た
の
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新
聞
や
テ
レ
ビ
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ど
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メ
デ
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く

記
者
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聞
労
連
委
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長
の
吉
永
磨
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さ
ん

に

出
版
に
込
め
た
思
い
な
ど
を
聞
き
ま
し
た

よしながまみ 1998年毎日新

聞社入社。東京本社社会部、生

活報道部などを経てくらし医療

部記者。連載「ガラスの天井」

はじめ、教育、ジェンダー、福

祉などをテーマに取材・執筆。

2020年９月より現職で専従（20

22年７月退任予定）

８
月

日
号
は
休
刊
で
す

長崎市の幹部から性暴力を受けたとして、女性記者が

市を訴えた裁判で、５月30日、原告が勝訴した。「長

崎市は謝罪を」と訴える新聞労連はじめ支援者たち

失
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し
な
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た
め
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ン
ダ
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現
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イ
ド
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に
込
め
た
思
い

「失敗しないための

ジェンダー表現ガイ

ドブック」が示す気

をつけたい表現の例

・女性ならではの繊細さ

・内助の功

・ゲイは男の気持ちも女の気

持ちもわかる

・女性でも安心、新車特集

・本日入籍しました

・父兄の皆さま

・女房役をつとめる副社長

吉永磨美さ
んに聞く

日本新聞労働組合連合（新聞労連） 中央執行委員長
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９
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︵
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︶
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入
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事
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